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最近、社会資源供給主体としてのNPOの意義、特に患者・家族会NPO、福祉NPOが注白
されている。これには、 NPO法が平成10年に成立し、ボランティア性を持つ小間体が法人格取
得による社会的認知を受けられるようになったことの影響が大きい。社会資掠供給にあたるどの
主体についても、信頼性についての不安が皆無とは言えないが、本来草の根的に発生してきたN
POについては、安定した透明な運営や十分な公益性が確保されていない場合が少なくない。 N
POが信頼性評価、品質保証を求められるのは当然のことで、それに対して法人格取得という具
体的な方法で回答を示せるようになった点に意義がある。
患者・家族会NPOは、 2つのルーツを持つ。一つは、互益を目的とするセルフヘルプグルー
プであり、これは情報公開や公益性から遠いところに存在する。参加者が棺互に名前も知らない
fアノニマス・グループj という極端な場合もある。純然たるセルフヘルプグループは、民間非
営利部門というより、私的部門に分類すべきと思われる。もう一つは、アドボカシーを主自的と
するグループであり、こちらは、もともとある程度の公益性を持ったものである。 2つのルーツ
は、 NPOの供給すべき社会資額という視点から見てどちらも重要であり、どちらも伸ばしなが
らしかも社会的信頼の高いNPOとして、できれば法人格を持って活動することが望ましい。
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